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2019年９月末現在

事 業 所 数　　　19社
被保険者数　　1,683人
被扶養者数　　1,795人

神戸新聞健康保険組合
神戸市中央区東川崎町1-5-7

☎（078）362-7166

No.152
2019

◇2018年度収支決算（単位：千円、▲はマイナス）

主な項目 2018年度 2017年度 増減

収
　
入

経常収入　Ａ 1,034,141 991,000 43,141
（内訳）　保険料収入 1,025,439 970,745 54,694
　　　　その他収入 8,702 20,255 ▲11,553
経常外収入　Ｂ 38,350 154,969 ▲116,619
総収入　Ａ＋Ｂ 1,072,491 1,145,969 ▲73,478

支
　
　
　
出

経常支出　Ｃ 845,125 1,084,252 239,127
（内訳）　保険給付費 402,236 481,077 78,841
　　　　納付金 361,016 501,651 140,635
　・前期高齢者納付金 136,937 266,208 129,271
　・後期高齢者支援金 222,065 222,240 175
　・退職者給付拠出金 2,013 13,199 11,186
　・老人保健拠出金 1 3 2
　　　事務費 45,315 47,445 2,130
　　　保険事業費 31,919 49,225 17,306
　　　その他支出 4,639 4,854 215
経常外支出　Ｄ 14,223 14,224 1
総支出　Ｃ＋Ｄ 859,348 1,098,476 239,128
経常収支　Ａ－Ｃ 189,016 ▲93,252 282,268
収支決算（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ） 213,143 47,493 165,650

　

神
戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
の

「
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
収
入

支
出
決
算
案
」
が
、
７
月
29
日
の

組
合
会
で
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
経
常
収
入
は
10
億
３
４
１

４
万
円
（
前
年
度
比
４
３
１
４
万

円
増
）、経
常
支
出
８
億
４
５
１
２

万
円（
同
２
億
３
９
１
２
万
円
減
）

で
、
経
常
収
支
は
１
億
８
９
０
１

万
円
と
な
り
、
３
年
ぶ
り
の
黒
字

決
算
と
な
っ
た
。保
険
料
率
が
０
・

５
％
ア
ッ
プ
し
て
９
・
５
％
と
な

り
、
保
険
料
収
入
が
伸
び
た
。
一

方
で
、
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え

る
た
め
国
に
拠
出
す
る
納
付
金
の

う
ち
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
が
前

年
と
比
べ
、
１
億
２
９
２
７
万
円

減
と
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
ほ
か
、

医
療
費
に
当
た
る
保
険
給
付
費
も

同
７
８
８
４
万
円
減
と
大
き
く
減

　

そ
の
他
施
設
利
用
料
収
入
は
３

９
０
万
円
（
同
８
４
０
万
円
減
）。

定
期
健
診
費
用
を
全
額
事
業
主
に

振
り
替
え
た
た
め
大
幅
減
と
な
っ

た
。
こ
こ
で
は
人
間
ド
ッ
ク
や
が

ん
検
診
な
ど
の
自
己
負
担
分
等
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
経
常
外
も
合
わ
せ
た
総

収
入
は
10
億
７
２
４
９
万
円
（
同

２
０
１
８
年
度
健
保
決
算

３
年
ぶ
り
に
黒
字

料
率
の
改
定
で

保
険
料
収
入
増

　

経
常
収
入
の
一
番
の
柱
で
あ
る

保
険
料
収
入
は
料
率
改
定
効
果

で
、
10
億
２
５
４
３
万
円
（
同
５

４
６
９
万
円
増
）
と
増
加
し
た
。

算
出
根
拠
と
な
る
平
均
被
保
険
者

数
は
１
６
９
５
人
で
、
前
年
よ
り

16
人
減
少
。
育
休
免
除
者
分
を
除

く
平
均
標
準
報
酬
月
額
は
51
万
１

６
７
８
円
（
同
３
７
４
８
円
増
）。

総
標
準
賞
与
額
（
年
間
）
は
６
億

３
９
８
万
円
で
、
同
１
１
５
８
万

円
増
だ
っ
た
。

少
し
た
。

　

な
お
、
国
庫
補
助
金
な
ど
経
常

外
収
支
を
繰
入
れ
た
総
決
算
収
支

は
、
２
億
１
３
１
４
万
円
の
黒
字

と
な
っ
た
。

７
３
４
７
万
円
減
）。
前
年
は
収

入
不
足
を
補
う
た
め
、
別
途
積
立

金
か
ら
１
億
円
を
繰
入
れ
た
が
、

そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、
国
か
ら
の
助
成
金
と
し
て
高

齢
者
医
療
制
度
円
滑
運
営
補
助

金
１
８
８
６
万
円
等
が
交
付
さ
れ

た
。

医
療
費
な
ど
軒
並
み
減
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経
常
支
出
は
８
億
４
５
１
２
万

円
（
同
２
億
３
９
１
２
万
円
減
）

で
、前
年
か
ら
大
き
く
改
善
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
納
付
金
が
３
億

６
１
０
１
万
円
（
同
１
億
４
０
６

３
万
円
減
）。保
険
料
収
入
に
占
め

る
納
付
金
の
割
合
は
35
・
２
％
に

下
が
っ
た
（
前
年
は
51
・
６
％
）。

　

内
訳
は
「
前
期
高
齢
者
（
65
―

74
歳
）
納
付
金
」
が
１
億
３
６
９

３
万
円
（
同
１
億
２
９
２
７
万
円

減
）
の
大
幅
減
。
前
期
高
齢
者
納

付
金
額
は
、
２
年
前
の
保
険
給
付

実
績
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
２

０
１
６
年
度
の
保
険
給
付
費
が
こ

こ
数
年
で
は
最
も
低
額
だ
っ
た
こ

と
の
現
れ
で
、
ど
ち
ら
に
し
て
も

今
回
の
軽
減
は
一
時
的
な
現
象
と

み
ら
れ
る
。

　
「
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
支

援
金
」は
２
億
２
２
０
６
万
円（
同

17
万
円
減
）
だ
っ
た

　

医
療
費
に
当
た
る
保
険
給
付
費

は
４
億
２
２
３
万
円
（
同
７
８
８

４
万
円
減
）。家
族
も
含
め
た
療
養

費
が
４
３
６
９
万
円
減
、
高
額
療

養
費
が
１
６
４
７
万
円
減
、
家
族

も
含
め
た
薬
剤
費
が
９
８
６
万
円

減
、
家
族
も
含
め
た
出
産
育
児
一

時
金
が
４
９
４
万
円
減
な
ど
、
軒

並
み
減
少
し
た
。

　

保
健
事
業
費
は
３
１
９
１
万
円

（
同
１
７
３
０
万
円
減
）。
内
訳
は

定
期
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
検
診
な

ど
の
支
払
い
に
充
て
る
疾
病
予
防

費
が
２
９
９
３
万
円
（
同
１
６
７

５
万
円
減
）、
保
健
指
導
宣
伝
費

が
１
１
５
万
円
（
同
49
万
円
減
）、

特
定
保
健
指
導
事
業
費
66
万
円

（
同
18
万
円
増
）
な
ど
。

　

こ
の
ほ
か
、
事
務
費
が
４
５
３

１
万
円
（
同
２
１
３
万
円
減
）。
事

務
所
経
費
の
節
減
が
功
を
奏
し
た
。

人
増
）。
一
方
、
平
均
標
準
報
酬
月

額
（
育
休
保
険
料
免
除
者
除
く
）

は
59
万
７
６
６
３
円
（
同
５
７
４

７
円
減
）
だ
っ
た
。

　

介
護
勘
定
の
収
支
は
、
国
か
ら

割
り
当
て
ら
れ
た
介
護
納
付
金
額

が
そ
の
ま
ま
支
出
額
と
な
る
。
そ

れ
を
賄
え
る
額
を
収
入
額
と
し
、

逆
算
で
保
険
料
率
が
決
ま
る
仕
組

み
。

　

同
年
度
保
険
料
率
は
１
・
44
％

で
、
事
業
主
と
被
保
険
者
が
折
半

し
て
負
担
し
た
。

　

次
に
、
介
護
保
険
勘
定
。
収
入

１
億
２
６
２
１
万
円
（
同
７
７
６

万
円
増
）、
支
出
１
億
２
０
４
１

万
円
（
同
１
０
４
８
万
円
増
）
で
、

収
支
差
額
は
５
８
０
万
円
（
同
２

７
１
万
円
減
）
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
８
年
度
平
均
の
被
保
険

者
た
る
第
２
号
被
保
険
者
数
は
１

５
８
９
人
（
同
43
人
増
）。
内
訳
は

被
保
険
者
１
０
８
０
人
（
同
39
人

増
）、
被
扶
養
者
５
０
９
人
（
同
４

年
々
重
く
な
る

介
護
負
担
金
額

　
「
２
０
１
９
年
度
春
季
定
期
健

康
診
断
」
の
受
診
率
（
ア
ル
バ
イ

ト
等
未
加
入
者
も
含
む
）
は
、
93
・

９
％
だ
っ
た
。
直
近
の
昨
年
秋
よ

り
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
、
同
年

春
よ
り
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

た
。
た
だ
、
13
年
秋
か
ら
12
期
に

わ
た
っ
て
９
割
超
の
高
水
準
を
続

け
て
い
る
。

　

受
診
率
１
０
０
％
は
８
事
業
所

で
、
昨
年
秋
の
10
か
ら
２
事
業
所

の
減
。
う
ち
、
神
戸
新
聞
興
産
、

神
戸
新
聞
文
化
財
団
の
２
事
業
所

は
、
15
年
秋
か
ら
８
期
連
続
で
１

０
０
％
を
達
成
し
て
い
る
。

　

一
方
、
総
受
診
者
の
う
ち
54
・

７
％
の
人
に
、
な
ん
ら
か
の
所
見

が
つ
い
て
い
る
（
有
所
見
率
）。
た

だ
し
、
昨
秋
と
比
べ
、
２
・
８
ポ

2019年春季定期健診受診率
対象者 受診者 受診率％ （18年秋）（18年春）

827 793 95.9 96.6 97.2

神戸新聞 被保険者 802 779 97.1 97.1 98.2

未加入者　25 14 56.0 75.0 60.0

61 54 88.5 100.0 91.9

輸送センター 被保険者　48 47 97.9 100.0 100.0

未加入者　13 7 53.8 100.0 64.3

神戸新聞事業社 78 78 100.0 98.8 97.6

ＫＣＣ 33 33 100.0 91.9 97.5

健保組合 3 3 100.0 100.0 100.0

ラジオ関西 53 52 98.1 100.0 100.0

サンテレビ 153 140 91.5 88.8 90.4

ＤＳ 66 65 98.5 89.5 96.1

サン神戸 19 19 100.0 100.0 100.0

187 157 84.0 88.6 87.2

総合印刷 被保険者 151 150 99.3 100.0 100.0

未加入者　36 7 19.4 5.0 15.4

神戸新聞興産 21 21 100.0 100.0 100.0

総合折込 35 34 97.1 97.1 100.0

文化財団 4 4 100.0 100.0 100.0

厚生事業団 3 3 100.0 100.0 75.0

京阪神エルマガ 78 75 96.2 90.1 94.6

地域創造 33 32 97.0 96.6 93.3

新聞会館 14 13 92.9 100.0 100.0

ＤＳクオリティ 47 47 100.0 100.0 100.0

任意継続 39 24 61.5 62.5 53.8

合計 1,754 1,647 93.9 94.3 94.6

前
期
高
齢
者
納

付
金
が
大
幅
減

２
０
１
９
年
春
季
定
健
結
果

受
診
率
は
93
・
９
％

有
所
見
ト
ッ
プ
肝
機
能
で
変
わ
ら
ず
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イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

　

検
査
項
目
別
に
み
る
と
、
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
は
昨
秋
と
変
わ
ら
ず
肝

機
能
で
、
21
・
３
％
。
以
下
２
位

血
圧
14
・
５
％
、
３
位
血
糖
10
・

８
％
、
４
位
血
中
脂
質
８
・
６
％

の
順
。
ま
た
、
12
・
９
％
に
心
電

図
の
異
常
が
み
ら
れ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
肝
機
能
、血
圧
、

血
中
脂
質
の
異
常
は
、
肝
臓
が
ん

や
、糖
尿
病
、心
電
図
異
常
は
心
臓

疾
患
に
向
け
て
の
入
り
口
と
い
え

る
。
原
因
は
運
動
不
足
、
暴
飲
暴

食
、
喫
煙
な
ど
。
今
回
の
定
健
結

果
を
踏
ま
え
、
食
生
活
な
ど
生
活

習
慣
の
見
直
し
、
早
め
の
医
療
機

関
訪
問
等
に
心
掛
け
て
ほ
し
い
。

　

毎
月
の
健
康
保
険
料
な
ど
の
算

出
に
使
わ
れ
る
標
準
報
酬
月
額
は
、

毎
年
１
回
見
直
さ
れ
、
９
月
分
の

保
険
料
（
10
月
控
除
）
か
ら
翌
年

８
月
ま
で
の
１
年
間
、
適
用
さ
れ

ま
す
。
標
準
報
酬
月
額
の
変
動
に

よ
り
、
保
険
料
の
額
が
変
わ
っ
て

く
る
人
も
出
て
き
ま
す
。「
標
準
報

酬
月
額
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

健
康
保
険
の
保
険
料
は
、
毎
月

の
給
料
の
支
給
額
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
支
給
額
は

一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
し
、
同
じ

人
で
も
残
業
代
な
ど
で
月
に
よ
っ

て
変
動
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
保
険

料
の
計
算
に
は
支
給
額
を
50
等
級

に
区
分
し
た
「
標
準
報
酬
月
額
」

を
使
用
し
ま
す
。

　
「
標
準
報
酬
月
額
」は
、毎
年
４
、

■「
秋
の
定
期
健
康
診
断
」

　
　
　
　
　
　

10
月
実
施
、
全
員
受
診
を

５
、
６
月
の
支
給
額
の
平
均
を
基

に
計
算
さ
れ
、
新
し
い
標
準
報
酬

月
額
が
９
月
か
ら
翌
年
８
月
ま
で

の
１
年
間
適
用
さ
れ
ま
す
。
定
時

決
定
と
い
い
、
こ
れ
が
一
般
的
で

す
。

　

一
方
、
昇
格
な
ど
で
毎
月
の
手

当
が
変
わ
り
、
支
給
額
が
大
幅
に

変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
連
続
し
た
３
か
月
間
の

報
酬
額
の
平
均
が
２
等
級
以
上
変

わ
る
場
合
で
す
。
こ
の
場
合
は
次

の
定
時
決
定
時
を
待
た
ず
に
直
ち

に
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
し
ま
す
。

こ
れ
を
随
時
改
定
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
産
前
産
後
休
業
終

了
後
、
育
児
休
業
終
了
後
に
復
職

し
て
報
酬
額
が
変
動
し
た
場
合
に

も
改
定
さ
れ
ま
す
。

公告 　健康保険法第47条第２項に規定する神戸新聞健康保険組合の2019年９月30日現在
の平均標準報酬月額を次のとおり、公告します。

平均標準報酬月額　　31等級　530,000円
　退職後、任意継続者として神戸新聞健康保険組合に加入されている方は、平均標準報酬月額または当
人の従前の標準月額のうち、いずれか低い額で算出します。適用は2020年４月からです。� 以上　

「
標
準
報
酬
月
額
」

９
月
分
か
ら
見
直
さ
れ
ま
す

　

神
戸
新
聞
グ
ル
ー
プ
の
全
従
業

員
を
対
象
に
し
た
「
２
０
１
９
年

度
秋
季
定
期
健
康
診
断
」
を
、
10

月
に
行
い
ま
す
。
全
員
も
れ
な
く

受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。
日
程
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

◎
西
神
製
作
セ
ン
タ
ー

　
　

10
月
８
日
―
11
日
、
午
後
３

時
か
ら
。（
女
性
は
８
日
午
後
２

時
半
―
同
３
時
の
み
）

◎
阪
神
製
作
セ
ン
タ
ー

　
　

10
月
21
日
、
28
日
の
午
後
３

時
半
か
ら
。

◎
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

　
　

10
月
17
、18
日
の
午
前
10
時
、

午
後
１
時
半
か
ら
。

◎
神
戸
新
聞
本
社

　
　

10
月
23
―
29
日
、
午
前
９
時

半
、
午
後
１
時
半
か
ら
。（
女
性

は
23
日
午
前
と
、
24
日
午
後
１

時
半
―
同
３
時
半
、
25
、
28
日

午
後
３
時
半
―
同
５
時
）

　

な
お
、
９
、
10
月
中
の
人
間
ド

ッ
ク
受
診
者
は
、
こ
の
結
果
を
も

っ
て
秋
の
定
健
の
代
用
と
で
き

ま
す
。
定
健
受
診
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
ド
ッ
ク
受
診
結
果

の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
健
保
組
合
ま

で
提
出
し
て
下
さ
い
。

メンタルヘルス相談
専用ダイヤル

０１２０－３７０７３８
月～土曜日10：00～22：00
（祝日・年末年始を除く）
相談料・電話料　無料
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成
人
の
約
８
割
が
か
か
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
「
歯
周
病
」。
単
な

る
「
口
の
中
だ
け
の
ト
ラ
ブ
ル
」

と
簡
単
に
と
ら
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

最
近
は
歯
周
病
が
糖
尿
病
を
は
じ

め
と
す
る
生
活
習
慣
病
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

歯
周
病
は
歯
と
歯
肉
の
間
に
た

ま
っ
た
細
菌
が
引
き
起
こ
す
歯
の

感
染
病
で
す
。
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
歯
肉
の
炎
症
が
進

行
し
、
や
が
て
歯
を
支
え
て
い
る

骨
が
溶
け
、
最
終
的
に
歯
が
抜
け

落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
周
病
は
血
糖
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、
糖
尿
病

に
な
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
糖
尿
病
が
悪
化
し
、
合
併

症
に
進
行
す
る
と
壊
疽
（
え
そ
）

や
腎
不
全
な
ど
深
刻
な
障
害
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
周
病
菌
が
血
液
の
中
に
入
り
込

む
と
、
全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど

の
心
臓
病
、
脳
こ
う
そ
く
な
ど
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
や
っ
か
い
な
歯
周
病
を

予
防
す
る
に
は
毎
日
、
丁
寧
な
歯

磨
き
を
励
行
す
る
こ
と
に
加
え
、

「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
を
持
っ

て
定
期
的
に
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
と
い
う
こ
と
で
す
。
体
の

健
康
は
何
よ
り
も
ま
ず
、「
歯
の

健
康
か
ら
」
と
い
え
そ
う
で
す
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通

知
配
布

　

処
方
さ
れ
た
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、

自
己
負
担
額
が
年
間
５
千
円
以
上

の
差
額
が
生
じ
る
人
を
対
象
に
、

12
月
―
来
年
１
月
に
「
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
差
額
通
知
書
」
を
配
布
し
ま

す
。

　

薬
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）

と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
の
２
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
は
特
許

期
限
が
切
れ
た
後
に
製
造
さ
れ
、

先
発
医
薬
品
と
同
じ
成
分
・
効
き

目
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
医
療
費
（
薬
代
）
負

担
の
節
約
と
、
健
保
組
合
の
医
療

費
節
減
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
活
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

◆
乳
が
ん
対
策
に
自
己
検

診
手
袋
配
布

　

女
性
被
保
険
者
に
12
月
、
乳
が

ん
自
己
検
診
手
袋
「
ブ
レ
ス
ト
ケ

ア
グ
ラ
ブ
」
を
配
布
し
ま
す
。
乳

が
ん
は
早
期
発
見
で
治
癒
す
る
可

能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
配

布
を
機
に
、
乳
が
ん
に
対
す
る
理

解
を
高
め
て
も
ら
い
、早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

生
活
習
慣
病
の
誘
因
に

危
な
い
「
歯
周
病
」

ら
理
事
10
人
、
監
事
２
人
を
選
出

し
た
。
任
期
は
い
ず
れ
も
２
年
間

で
、２
０
２
１
年
９
月
20
日
ま
で
。

　

議
員
は
事
業
主
側
を
代
表
す
る

「
選
定
議
員
」
と
、
被
保
険
者
側
を

代
表
す
る
「
互
選
議
員
」
で
構
成
。

定
例
組
合
会
の
開
催
は
年
２
回

（
２
月
、
７
月
）
で
予
算
、
決
算
を

審
議
。
こ
の
ほ
か
、
重
大
な
問
題

が
生
じ
た
際
は
随
時
、
臨
時
組
合

会
を
招
集
し
て
、
案
件
の
対
応
を

協
議
、
決
定
に
当
た
る
。

の
ほ
ど
行
わ
れ
、
新
し
い
議
員
22

人
が
決
定
し
た
。ま
た
、こ
の
中
か

　

任
期
満
了
に
伴
う
神
戸
新
聞
健

康
保
険
組
合
の
議
員
総
選
挙
が
こ

新
議
員
22
人
が
決
定

任
期
は
２１
年
９
月
ま
で

◆新しい理事・議員（敬称略）

選　定　議　員 互　選　議　員

理事長 見上　　求 神戸新聞健康保険組合 理事 三木　良太 神戸新聞編集局報道部

常務理事 鑛　　隆志 神戸新聞社総務局長 理事 井上　芳則 神戸新聞地域創造事業部

理事 田畑　道昭 　同　販売局長 理事 斉藤　章平 デイリースポーツ報道部

理事 柴田　大造 　同　編集局次長 理事 直江　　純 神戸新聞編集局整理部

理事 中島　博史 神戸新聞健保組合事務長 理事 松本　博文 神戸新聞興産常務取締役

監事 久野　敏弘 神戸新聞社執行役員財務局長 監事 平井麻衣子 神戸新聞販売局管理部

議員 古竹　誠治 　同　総務局総務部長 議員 黒岡　浩二 ＤＳ・クオリティレース部

議員 坂本　　敬 　同　メディアビジネス局次長 議員 斉藤　達也 神戸新聞情報技術局編成部

議員 中山　敏暢 　同　経営企画局次長 議員 奥平　裕佑 神戸新聞編集局整理部

議員 大同　章成 サンテレビジョン取締役 議員 菅原　正悟 神戸新聞事業社取締役

議員 山本　　靖 神戸新聞総合印刷取締役 議員 盛田　悟史 ラジオ関西取締役


